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研究成果の概要（和文）：イェール大学との協力関係をもとに、日本初・アジア初のジョナサン・エドワーズ・
グローバル・センターを開設し、その初期運営にあたった。ドイツとポーランドに設置されたセンターを訪問
し、運営状況と国際学会の開催例を調査した。国内では、エドワーズやピューリタニズム一般に関する研究を発
表した。計画最終年度には、アメリカ、韓国、オランダなどの研究者を含む１４名の発表者を得て、国際学会を
２日間にわたり開催した。その成果は、イェール大学発行のジャーナルと国際基督教大学発行の紀要に掲載され
た。また、日本センター独自のホームページを開設し、今後の継続的な研究拠点として機能させる態勢を整え
た。

研究成果の概要（英文）：The project established the Jonathan Edwards Center Japan, one of the seven 
Global Centers around the globe and first in Japan and in Asia, on the campus of International 
Christian University, Tokyo.  The Center is operated with the cooperation of Yale University to 
promote studies on Jonathan Edwards across institutions and disciplines.  After making formal visits
 to the Global Centers in Germany and Poland, the project leader organized an international 
conference with the theme of “the transcultural impact of Jonathan Edwards” in March 2016.  The 
conference was held for two days, featuring 14 presentations by scholars and researchers including 
those from the United States of America, Korea and Netherlands.  The result was published partly in 
the Yale University online journal and partly in the International Christian University Bulletin of 
Humanities.
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１．研究開始当初の背景 
 

本研究は、本邦でほとんど論じられたこと
のない対象を扱うものである。本邦には優れ
たアメリカ研究者も多いが、その関心は近現
代の政治経済面に大きく偏っており、思想史
や宗教史となると、ジャーナリズムを越えた
研究はきわめて少ない。独立革命以前の歴史
に注目する研究者はさらに少ないが、アメリ
カは「アメリカとなってゆく過程」を理解す
ることなくして十分に理解することはでき
ない。 

 
しかもこの問いは、アメリカ国内では自己

の文化的アイデンティティに関わる問いと
なるため、研究者層も厚く、日米間の格差が
とりわけ目立つ分野となっている。 

 
アメリカは、しばしばヨーロッパ人から

「中世なき近代」「宗教改革なきプロテスタ
ンティズム」と評されてきたが、本研究は一
方でその中世的な前提や系譜を明らかにす
ると同時に、他方では近現代へと連続してア
メリカ社会の基底を構成する諸概念の由来
を論じるために、両延長線の交錯点に立つ思
想家としてのエドワーズに焦点を当ててい
る。 
 
２．研究の目的 
 
 アメリカ思想の神髄といわれるジョナサ
ン・エドワーズ（1703-1758）の研究を本邦
でも本格的に開始し、ピューリタニズム関連
を扱う研究者のネットワークを構築して研
究体制を確立する。 
 
 そのために、イェール大学との研究協力契
約を締結した国際基督教大学に、ジョナサ
ン・エドワーズ・日本センターを設立し、そ
の初期運営にあたる。 
 
３．研究の方法 
 

計画初年度には、ジョナサン・エドワー
ズ・日本センター開設のための基盤整備事業
を行い、イェール大学本部や他国のグローバ
ル・センターの運営状況を調査する。 

 
計画最終年度には、イェール大学のエドワ

ーズ・センターとの共催により、国内外の専
門研究者を集めて記念国際学会を開催する。 
 
また、エドワーズの基本文献を漸次翻訳し

刊行してゆくことで、広く国民への知的還元
を図る。 

 
センターの活動は、新しく開設するホーム

ページで公開される。学会や研究会の活動内
容もホームページに公開されるが、これらは
自動的にイェール大学本部のホームページ

にもリンクされ、そこでも公開されるため、
日英両語での世界に向けた発信が可能とな
る。加えて、世界 7カ所に置かれたグローバ
ル・センターとの連携も強められるため、国
内海外ともに強い発信力をもつことができ
る。 
 
日本センター独自のホームページでは、国

内の研究を支援すると同時に、学会活動や研
究者の連絡母体となることにより、本研究計
画の終了後にも継続的に研究の拠点として
機能する態勢を整える。 
 
４．研究成果 
 
本研究では、イェール大学との協力関係を

もとに、国際基督教大学敷地内に日本初・ア
ジア初のジョナサン・エドワーズ・グローバ
ル・センターを開設し、その初期運営にあた
った。 
 
計画初年度には開設のための基盤整備事

業として、関連図書などの収集を行い、セン
ターの構成メンバーとして、国内から３名
（３大学、日本国籍２名、外国藉１名）の研
究者の加入を得るに至った。 
 
第２年度には、ドイツとポーランドに設置

されたグローバル・センターを訪問し、意見
交換を行うとともに、センターの運営状況と
国際学会開催のための諸方策などを調査し
た。 
 
また、エドワーズの基本的文献の翻訳選集

（全 7巻）を企画し、そのうちの２冊を刊行
した。続く３冊の翻訳事業も進行中で、今後
数年以内に出版される予定である。その間、
日本ピューリタニズム学会において、エドワ
ーズやピューリタニズム一般に関する研究
発表を行った。 
 
計画最終年度には、開設された国際基督教

大学「ジョナサン・エドワーズ・日本センタ
ー」において、国内外の専門研究者による国
際学会を２日間にわたって開催した。この学
会では、アメリカ、韓国、オランダなどの研
究者を含む１４名が研究発表を行った。 
 
国外からの主要発表者の日程調整の結果、

計画年度最終年冒頭に予定されていたこの
国際学会が最終年度の年度末に変更になっ
たため、その成果を公開するため、研究事業
を１年延長し、その延長年度に学術出版を行
った。 
 
その主な成果は、イェール大学発行のオン

ラインジャーナル Jonathan Edwards Studies
に見ることができる。同誌は、世界のエドワ
ーズ研究の中核部分を構成しているが、２０
１６年の第２号を本国際学会の特集号とし、



研究代表者を編集委員会に請じ入れた。同編
集委員会による慎重な審査の結果、国際学会
の１４名の発表者のうち、５名の発表内容を
イェール大学センター発行の同誌に掲載す
ることになった。 

 
他に、国際学会を主催した研究代表者の学

会趣旨説明と、オックスフォード大学出版局
発行の直近の研究書から転用された発表者
の原稿を（同大学出版局の許可を得た上で）
国際基督教大学「キリスト教と文化研究所」
発行の紀要 Humanities: Christianity and 
Culture に掲載した。以上計７本の掲載論文
は、いずれも英文である。 

 
また、日本センター独自のホームページを

開設し、オンラインで国内の研究を支援する
と同時に、学会活動や研究者のための継続的
な研究拠点として機能させる態勢を整えた。 
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（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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〔学会発表〕（計 6 件） 
 
① Anri Morimoto, Opening Remark, 

International Conference on Jonathan 
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